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ら
「
縁
日
」
を
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

長
町
病
院
友
の
会
で
も
、
ス
テ
ー
ジ

等
で
協
力
い
た
し
ま
す
。

第 188 号
発行 長町病院友の会

〒982-0011

仙台市太白区長町 3-6-1

℡ ２４８－６７０２
メールアドレスできました
n.tomonokai@gmail.com

前
々
日
の
雪
か
ら
一
転
、
晴
天
に
恵

ま
れ
た
二
月
十
九
日
（
日
）
、
「
餅
つ

き
＆
た
こ
あ
げ
」
が
、
あ
す
と
長
町
仮

設
住
宅
の
広
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
あ
す
と
長
町
町
内
会
を
は
じ

め
、
ほ
っ
と
亭
や
、
青
年
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
、
つ
ば
さ
薬
局
な
ど
八
団
体
、
約
五

十
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
汗
を
流
し
ま

し
た
。

杵
と
臼
を
２
セ
ッ
ト
で
フ
ル
回
転

し
、
つ
き
立
て
の
美
味
し
い
お
雑
煮
と

あ
ん
こ
餅
二
百
食
を
提
供
し
ま
し
た
。

各
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
生
活
物
資

コ
ー
ナ
ー
に
も
た
く
さ
ん
の
方
々
が
。

～
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た

「
凧
の
会
」
の
方
々
の
指
導
に
よ
り
、

あ
ち
こ
ち
に
舞
う
凧
を
見
て
、
歓
声
と

拍
手
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
あ
す
と
長
町
の
「
さ
わ

や
か
班
」
も
主
催
者
と
し
て
関
わ
り
、

大
奮
闘
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
全
日
本
民
医
連
の
「
青
年
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
」（
全
国
の
民
医
連
の
病
院

で
働
く
青
年
職
員
の
つ
ど
い
）
が
宮
城

で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
三
月
二
十
五
日

（
日
）
に
同
じ
会
場
で
午
後
一
時
半
か

聴診器

「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
の
中
、

み
ん
な
交
代
で
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。

「たこあげは初めて」という子どもがほとんど。大人も童心に帰って楽しみました。

あ
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
一
年
が
経
過
し

た
。
揺
れ
は
遠
く
関
西

ま
で
伝
わ
り
、
巨
大
な

津
波
と
共
に
平
地
で

も
大
き
な
犠
牲
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
▼
加
え
て
、
福
島

第
一
原
発
の
放
射
能
被
害

は
、
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
。

自
然
の
猛
威
の
前
で
人
間

の
非
力
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ
つ
け
ら
れ
た
▼
津
波

被
害
で
一
命
は
と
り
と
め

た
も
の
の
、
家
も
財
産
も
家

族
や
仕
事
ま
で
も
奪
わ
れ

た
人
々
や
、
放
射
能
で
長
年

住
み
慣
れ
た
町
か
ら
追
い

出
さ
れ
た
人
々
の
苦
悩
は

い
か
ば
か
り
か
…
。
一
年
経

っ
た
今
も
、
そ
の
傷
は
癒
さ

れ
ず
、
解
決
の
糸
口
さ
え
い

ま
だ
見
え
な
い
▼
仮
設
住

宅
の
住
民
は
、
宮
城
県
は
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
に
建
設
を
丸

投
げ
し
た
た
め
、
寒
さ
対
策

な
ど
住
環
境
が
劣
悪
な
中

で
生
活
し
て
い
る
。
待
っ
た

な
し
な
の
だ
。
自
己
資
金
の

少
な
い
被
災
者
が
立
ち
上

が
る
上
で
、
公
的
な
後
押
し

が
急
務
だ
。
し
か
し
、
国
や

行
政
の
対
応
は
後
手
後
手

に
ま
わ
っ
て
い
る
▼
消
費

税
や
派
閥
抗
争
の
前
に
、
被

災
者
の
命
と
生
活
を
優
先

し
た
政
治
を
望
む
。

（
Ｙ
・
Ｍ
）

長町病院友の会

第 36回定期総会のお知らせ

と き：４月２８日(土)

午後１時から３時半

会場：太白区中央市民センター

３階大会議室

この１年間の活動を交流しなが

ら、これから友の会活動をどうやっ

て進めていくかみなさんのご意見

を伺いたいと思います。

ぜひご参加下さい。（無料です）

高橋千秋さん(若林)
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～新春のつどいに 100 人の笑顔の輪～

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

新
春
ら
し
い｢

鶴
亀｣

の
舞
い
ー

今
年
の
新
春
の
つ

ど
い
は
二
月
五
日
、

太
白
区
文
化
セ
ン
タ

ー
展
示
ホ
ー
ル
で
、

百
名
近
い
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
参
加
者
の

出
し
物
を
審
査
員
が

点
数
を
つ
け
、
表
彰

す
る
方
式
。

十
人

･

組
の
熱
演

の
中
で
、
「
さ
わ
や

か
班
」
の
「
マ
カ

レ
ア
」
が
、
見
事
最

優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た

ま
た
、
顧
問
の
大
沼
宗
彦
さ
ん
の
け

ん
玉
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
職
員
寸
劇
も
披

露
さ
れ
、
最
後
は
会
場
が
一
体
と
な
っ

て
ウ
ェ
ス
ト
サ
イ
ズ
ス
ト
ー
リ
ー
の
音

頭
で
「
三
六
五
歩
の
マ
ー
チ
」
。

み
な
さ
ん
心
も
お
な
か
も
満
足
し
て

帰
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

会場を沸かせた職員寸劇

会場のあちこちで談笑が

最優秀賞を獲得したさわやか班の｢マカレア｣

昨年の 3.11 大震災は、どのような友

の会を今つくっていく必要があるのか

改めて考えさせられました。

私たちは、以下の三つの目標を掲げ

て、今後一年間活動していきたいと考

えています。

①「自分と家族の健康」「地域の健康」

「社会の健康」づくりをもっとも大切

にしている集まりとしての役割の強化

②「被災者」「長町病院」「友の会」の

震災からの復興をすすめる。

③「班」と「サークル」を友の会づく

りの両輪と位置づけ、活動をすすめる。

長町病院友の会は「健康･いのちをも

っとも大切に考え行動する集まり」「参

加することが生きる力、やりがいにな

る集まり、楽しい友の会」を変わらぬ

テーマに活動してきました。そして

5,000 名を超える会員に支えられる友

の会に発展してきました。このテーマ

は、友の会の存在意義そのものです。

この数年の活動はサークル活動が発

展した年だという事ができます。2006

年 6 月高齢者配食サービス｢ほっと亭｣

設立。2007 年総会「健康づくりのため

の楽しいサークルづくり」を提案。ボ

ランティア、健康、趣味のサークルが

次々とつくられました。この時期に、

うたごえ喫茶、歩こう会、お父さんの

料理教室、ウェストサイズストーリー、

絵手紙教室、映画を観る会などがつく

られ、定着・充実してきました。今ま

であったすみれ会、踊り、川柳、民謡、

童謡、農園サークル一緒になって友の

会員を元気にし、地域にも目を向けた

多彩な活動となってきています。

「友の会の健康づくり･地域づくり

を具体的に語れるようになってきた」

「サークルの広がりやすさを生かし

て地域との関係がしっかりある友の

会らしい活動をめざせる」「外から友

の会の活動が見える」と会員の声が寄

せられています。

ブロック活動もしっかり地域に目

を向けた活動が意識的におこなわれ

るようになってきました。西部Ⅱ、名

震災から本格復興１年目の

総会を成功させ、活動の飛躍を

第３６回総会のポイント
友の会事務局長 中田 寿人

取ブロックだけでなく他のブロック

へと広がりを見せています。一方、

元気な活動を続けている班はありま

すが、班会議が開かれなくなり、壁

にぶつかっているところも多く見受

けられます。

新年度の友の会第 36 回総会で特

に強調することになるのは、震災で

よりつながりを強めることが求めら

れているこの時期、「サークル活動で

培った力を、地域のブロック、班活動

で発揮する年にする」「班とサークル

の両輪で友の会を支え発展させてい

く」ことです。

震災での支えあいの経験など友の

会員が地域に目が向き、隣の人の生活

と関わろうとする楽しくやりがいの

ある活動をつくり、それを支える担い

手がたくさん生まれてくる必要があ

ります。

友の会の活動の場を広げること、友

の会の会員を増やしていくことが、

復興に役立ち元気にしていると確信

できる 36 回友の会総会にしていき

ましょう。
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長
町
病
院
は
、「
生
活
を
支
え
、
再

建
す
る
」
た
め
の
医
療
・
事
業
活
動

を
重
点
に
構
想
議
論
を
開
始
し
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
跡
地
に
新
病
院
を
建
築

し
、
現
在
の
病
院
建
物
を
改
修
し
介

護
を
中
心
と
し
た
事
業
展
開
を
行
う

構
想
を
中
心
に
検
討
し
ま
し
た
。
優

先
課
題
に
入
所
系
介
護
事
業
展
開

（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
二
十
四
室
事
業

化
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
展
開
）

を
柱
と
し
た
介
護
事
業
構
想
、
慢
性

疾
患
外
来
の
再
構
築
、
入
院
環
境
整

備
を
位
置
付
け
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
以
降
、
宮
城
民
医
連

理
事
会
な
ど
主
要
な
機
関
会
議
で
事

業
構
想
や
経
営
計
画
の
説
明
を
行

い
、
基
本
合
意
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
は
新
病
院
基
本
設
計
（
図
面
）

検
討
が
最
終
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

一
階
に
は
外
来
全
科
お
よ
び
内
視

鏡
、
放
射
線
、
検
査
部
門
が
配
置
さ

れ
ま
す
。
震
災
後
外
来
環
境
が
特
に

劣
悪
と
な
り
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
ゆ
っ
た

り
と
広
く
、
ゆ
る
や
か
に
明
る
く
、

患
者
導
線
や
業
務
の
効
率
性
、
診
察

や
待
合
で
の
声
や
音
の
機
密
性
、
衛

生
環
境
な
ど
も
考
慮
さ
れ
た
診
療
環

境
を
提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
入
院
機
能
は
二
階
～
四

階
に
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
よ
り
広

く
明
る
い
病
棟
で
す
。
回
復
期
リ
ハ

病
棟
（
三
階
～
四
階
）
は
各
病
棟
内

に
一
〇
〇
㎡
を
超
え
る
訓
練
室
が
確

保
さ
れ
ま
す
。
医
療
の
安
全
性
や
感

染
対
策
（
衛
生
環
境
）
、
広
さ
・
明
る

さ
・
省
エ
ネ
（
Ｅ
ｃ
ｏ
）
に
も
配
慮

し
ま
し
た
。
図
面
は
友
の
会
事
務
所

で
も
閲
覧
可
能
で
す
。
今
後
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
確
認
で
き
る
し
く

み
を
検
討
中
で
す
。

テ
ン
ポ
は
流
動
的
な
面
も
あ
り
ま

す
が
、
二
〇
一
二
年
秋
口
に
は
工
事

着
工
を
現
在
計
画
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
ご
協
力
と
、
少
し
の
辛
抱
を

お
願
い
し
、
到
達
の
ご
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

長
町
病
院

事
務
長

大
山

泰
人

み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は

二
月
よ
り
友
の
会
事
務
局

に
ま
い
り
ま
し
た
平
尾
伸
二

で
す
。
出
身
は
山
形
県
米
沢

市
、
住
ん
で
い
る
の
は
岩
沼
市

で
す
。
み
な
さ
ん
と
ご
い
っ
し

ょ
に
、
安
心
し
住
み
続
け
ら
れ

る
街
づ
く
り
の
た
め
が
ん
ば

り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

新
長
町
病
院(

イ
メ
ー
ジ
図
で
す)

立
春
が
過
ぎ
た
と
は
い
え

ま
だ
寒
い
二
月
九
日
、
恒
例
行

事
と
し
て
“
秋
保
温
泉
・
ば
ん

じ
亭
”
に
行
き
ま
し
た
。
今
回

は
初
め
て
の
方
や
会
員
外
の

友
だ
ち
を
誘
っ
て
の
参
加
者

も
お
り
、
い
ま
ま
で
に
な
く
大

勢
で
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
友
の

会
に
赴
任
し
た
ば
か
り
の
平

尾
さ
ん
も
参
加
し
、
長
町
病
院

の
再
建
と
今
後
の
方
向
性
、
そ

し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
も
た
ら
す
医

療
問
題
等
、
わ
か
り
や
す
く
話

さ
れ
、
充
実
し
た
内
容
で
、
質

問
や
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
に

つ
か
り
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
ま

し
た
。
昼
食
は
、
前
評
判
ど
お
り

大
変
お
い
し
い
料
理
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
満
足
で
し
た
。
午
後

は
、
各
々
自
由
時
間
と
し
て
カ
ラ

オ
ケ･

お
し
ゃ
べ
り

･

散
策
な

ど
で
交
流
し
た
後
、
次
の
再

会
を
楽
し
み
に
会
場
を
後
に

し
ま
し
た
。

磯
野

サ
ダ

温
泉
と
食
事
で

湯
っ
た
り
交
流

若
林
ブ
ロ
ッ
ク

食
生
活
に
つ
い
て

知
識
が
増
え
ま
し
た

向
山
四
丁
目
班

私
た
ち
の
班
は
ご
近
所
づ

き
あ
い
か
ら
始
ま
っ
た
、
気
心

知
れ
た
集
ま
り
で
す
。
二
月
は

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

班
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
長
町
病
院
管
理
栄
養

士
の
板
宮
歩
美
さ
ん
。
日
常
生

活
の
チ
ェ
ッ
ク
や

｢

豚
も
も
肉

と
鳥
も
も
肉
は
ど
ち
ら
が
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い
で
し
ょ

う｣

な
ど
、
ク
イ
ズ
方
式
で
、
楽

し
く
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
血
液
を
サ
ラ

サ
ラ
に
す
る
食
べ
物
な
ど
、
い

ま
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
開

催
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

岩
澤

恵
子
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▼
ヒ
ン
ト
＝
三
人
に
し
て
迷
う
こ
と

な
し

Ａ
～
Ｎ
ま
で
の
文
字
を
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は

〔
タ
テ
の
カ
ギ
〕

①
英
語
で
書
い
た
作
文

②
「
冗
長
」
と
書
き
ま
す

③
細
長
い
棒
状
の
物
体
で
中
が
く
り

抜
か
れ
て
い
る

④
鶏
の
か
ら
揚
げ
の
一
つ

⑦
「
呑
気
」
と
書
き
ま
す

⑨
お
湯
が
漏
れ
る
こ
と

⑬
二
年
後
の
干
支
は

〔
ヨ
コ
の
カ
ギ
〕

①
「
遠
日
点
」
と
書
き
ま
す

⑤
○
○
○
の
ク
ロ
ー
バ
ー

⑥
脳
の
左
半
分

⑧
「
白
湯
」
と
書
き
ま
す

⑩
長
崎
○
○
○
は
長
崎
市
諏
訪
神
社

の
祭
礼

⑪
肝
臓
の
こ
と
。
○
○
を
冷
や
す

⑫
器
用
で
な
い
こ
と

⑭
米
沢
名
物
、
鯉
の
○
○
○

出
題

小
田
島
と
も
子

▼
前
回
の
答
え

「
朝
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
し
ら
」

正
解
者

十
七
名

当
選
者

六
名

大
友

孝
子
さ
ん
（
八
木
山
）

丹
野
の
り
子
さ
ん
（
あ
す
と
）

佐
藤

岩
男
さ
ん
（
若
林
）

安
斎

キ
ヨ
子
さ
ん
（
西
中
田
）

八
巻

学
さ
ん

（
西
中
田
）

末
永
真
理
江
さ
ん
（
名
取
市
）

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

柳
生

田
中

隆
二

「
水
中
運
動
友
の
会
」
を
主
宰
し

て
い
ま
す
。
泳
ぎ
で
は
な
く
プ
ー
ル

の
中
で
水
の
特
性
（
浮
力
、
水
圧
、

水
温
）
を
利
用
し
た
体
操
な
ど
を
行

い
、
身
体
に
強
い
負
担
を
か
け
ず
に

陸
上
の
三
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う

の
で
老
化
防
止
、
美
容
に
も
最
適
で

す
。
月
一
回
Ｊ
Ｒ
小
鶴
新
田
よ
り

徒
歩
七
分
、
東
総
合
運
動
場
本
館

会
議
室
で
開
い
て
い
ま
す
。
参
加

費
は
昼
食
込
千
五
百
円
。
水
着
、

水
中
帽
持
参
。
ご
希
望
の
方
は

（
２
４
２
）
７
８
２
６
迄
ご
連

絡
下
さ
い.

班
会
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ひ
よ
り
台

林

澄
子

月
に
一
度
の
班
会
は
み
ん
な
の
元

気
な
顔
を
見
な
が
ら
勉
強
と
情
報
交

換
の
場
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま

す
。
一
月
二
月
は
お
休
み
な
の
で
三

月
の
班
会
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

お
仲
間
に
な
り
ま
し
た

若
林

佐
藤

岩
男

妻
の
入
院
を
き
っ
か
け
に
お
仲
間

に
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

長
町
病
院
に
は
二
、
三
度
大
腸
ポ
リ
ー

プ
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

義
母
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
今

回
は
妻
が
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
二
句
ほ
ど:

退

院
日
ナ
ー
ス
も
連
れ
て
帰
り
た
い
。

健
康
論
謹
聴
し
て
る
見
舞
客
）

歯
科
、
再
開
で
ホ
ッ

郡
山

山
本

み
ゑ
子

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
再
開
し

た
こ
と
で
何
と
な
く
ほ
っ
と
し

ま
し
た
。
近
く
で
安
心
し
て
通

院
で
き
る
所
を
探
し
て
い
た
か

ら
で
す
。
い
ま
だ
寒
い
時
期
で

す
が
予
約
す
る
方
が
沢
山
。
少

し
暖
か
く
な
っ
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。
せ
め
て
予
約
だ
け
で
も

と
早
々
実
行
し
ま
し
た
。

頭
の
体
操
に
も
っ
て
こ
い

西
中
田

安
斎

キ
ヨ
子

退
職
後
は
義
理
の
父
の
介
護
。
そ

の
後
は
十
九
年
に
な
る
柴
犬
の
介
護
。

一
月
十
八
日
老
衰
で
眠
る
よ
う
に
亡

く
な
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
時
間
が
持

て
た
の
で
ク
イ
ズ
を
解
い
て
み
た
ら

結
構
難
し
い
。
頭
の
体
操
に
も
っ
て

こ
い
。

友
の
会
と
の
出
会
い
に
感
謝

長
町

佐
藤

美
恵

大
震
災
か
ら
一
年
。
昨
年
の
三
月

十
一
日
は
驚
き
と
不
安
、
深
い
悲
し

み
に
お
お
わ
れ
ま
し
た
。
私
の
家
も

「
半
壊
」
と
査
定
さ
れ
、
ど
う
し
た

ら
い
い
か
あ
わ
て
ま
し
た
。
す
っ
か

り
困
り
果
て
た
時
、
友
の
会
会
長
の

川
村
さ
ん
が
快
く
相
談
に
応
じ
て
く

だ
さ
っ
て
、
補
修
が
終
わ
る
ま
で
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
友
の
会

と
の
出
会
い
に
感
謝
し
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
と
の
絆
を
大
事
に
、
住
み
慣
れ
た

町
で
元
気
に
過
し
た
い
で
す
。

川

柳
四
郎
丸

鈴
木

洋
司

地
デ
ヂ
化
と
云
う
け
ど

我
が
家
赤
ヂ
化
だ

震
災
か
ら
一
年
、
本
格
復
興
の
最

初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
フ
ル
カ
ラ
ー

版
「
友
の
会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し

ま
す
。
病
院
の
再
建
、
被
災
者
、
友

の
会
の
み
な
さ
ん
と
復
興
に
力
を
合

わ
せ
、
よ
り
充
実
し
た
紙
面
に
す
る

た
め
努
力
し
ま
す
。

（
事
務
局
）

☆
は
が
き
に
、
答
え
、
氏
名
、
住
所
、

よ
け
れ
ば
ひ
と
こ
と
お
書
き
添
え

い
た
だ
き
、
表
記
の
友
の
会
ま
で
。

メ
ー
ル
で
も
可
。
通
信
は
紙
面
に

に
掲
載
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
６
名
様
に
図
書

カ
ー
ド
進
呈
。
〆
切
は
４
月
20
日


